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思いやりの心をはぐくむ学級経営の工夫
－ －児童の実践活動「思いやり100パーセント大作戦」を通して

特別研修員 岡田 澄恵 （太田市立南小学校）

《研究の概要》

本研究は、小学校５年生を対象に、思いやりのある行動とは何かを考え、それらを実行

に移す活動を通して「思いやりの心をはぐくむ学級経営」を目指したものである。具体的

には、学級で思いやりのある行動について話し合い、共通の行動目標を作り、日常での実

践と振り返りを行う。さらに友達や自分が取り組んだことの価値について話し合い、個人

としての具体的な行動目標を新たに作成し、周囲のことを考え、実践する活動を行った。

【学級経営 小学校 学級活動 道徳 思いやり】キーワード

Ⅰ 主題設定の理由

「思いやりのある子になってほしい」担任とし

。「 」てごく自然に児童に願うことである 思いやり

とは相手に対する特別な心づかいと考えがちであ

るが、学校にある様々なルール、例えば「時間を

守る 「廊下を走らない」など当たり前のことの」

根底にも他者に対する優しい思いがあると考え

る。しかし、そのことを意識している児童は少な

い。

本学級（小学５年生 男子14名 女子14名 28

名）の児童は素直な子が多く、落ち着いて生活す

ることができる。ルールを守ることのできる児童

が多い学級である。反面、返事やあいさつの声に

は張りがなく、落ちているゴミを拾うなどルール

として定められていないことには進んで取り組む

ことがなかなかできず、指示待ちの児童が多い。

そこで一人一人に思いやりの心は芽生えている

こと、気付かないうちにそれを行動に移している

ことを意識させ、さらにそれを主体的に発揮した

り伸ばしたりしようとする気持ちを高めていくこ

とが必要であると考えた。

本研究では、他者への思いやりにつながる行動

を学級全体で考え、実行に移す。その活動を児童

がお互いに認め合ったり、学び合ったりすること

で、今度は一人一人が周囲の人のために「自分に

もできる」と思うことを考え実践していく 「思。

いやり100パーセント大作戦」と名付けたこの一

連の活動を通して、他者を思いやり、自分に何が

できるかを考えることができる児童が育っていく

と考え本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

「思いやり100パーセント大作戦」の活動にお

いて、学級として取り組む「できたらいいね５年

３組十か条」や、自分の行動としての「私の○か

条」を実行することにより、他者を思いやって自

分にできることを考える児童が育つことを、実践

を通して明らかにする。

Ⅲ 研究の見通し

学級活動において「みんなのためにできたら１

いいね」の行動のイメージ作りやイメージした

内容のグルーピング、思いやりの行動につなが

る「できたらいいね５年３組十か条」の作成を

通して、自分たちも思いやりが根底にある行動

をとろうという意識をもつことができるであろ

う。

日常の生活において「できたらいいね５年３２

組十か条」をもとに「思いやり100パーセント

大作戦」を実践し、カードに記録した活動内容

を紹介する。お互いの行動の価値を認め合った

り、学び合ったりすることから周囲の人のこと

や状況を考えて行動しようとする意識を高める

ことができるであろう。

学級活動において「思いやり100パーセント３

大作戦」を振り返り 「私の○か条」を作成し、

実践することで、みんなを思いやり、自分にで

きることは何かを考えることができるようにな
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るであろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 基本的な考え方

(１) 「思いやりの心」とは

思いやりの心とは「相手のことを考える温かい

心」ととらえた。よりよい人間関係を築いていく

ために必要なものであり、困っている人に優しく

声をかけたり、人の役に立つ行いをしたりという

行動のもとになるものである。

「時間を守る 「元気にあいさつをする」など」

日常生活の中の何気ない行動も「相手の時間も大

」「 」切にしている 相手をさわやかな気持ちにする

など、通常意識しているわけではないが「思いや

りの心」がもとになっている。児童の多くは「思

いやりの心」を特別な心づかいや、その心づかい

から出る言動と思っていることが多い。

そこで自分たちの中にこれまでもあった思いや

りに気付き、その行動を認め合うことから始め、

さらに周囲に気持ちを向けて自分にできることに

取り組んでいく児童をはぐくむことを目指してい

る。

(２) 「思いやり100パーセント大作戦」とは

思いやりの心を行動に表せるよう周囲にいる人

々のために、自分にできることは何かを考え実行

していく一連の活動を行う場であり 「できたら、

いいね５年３組十か条 と わたしの○か条 ○」 「 」（

） 。の数は各自が決める を中心に学習を深めていく

１学期の林間学校で班に協力して動いていた友達

を、班長が「思いやり100パーセントだね」と評

したことが活動名の由来である。

他者への思いやりにつながる行動を「できたら

いいね５年３組十か条」として考える。予想され

る できたらいいね５年３組十か条 としては 授「 」 「

業や清掃の開始時間を守る 「明るいあいさつ、」

元気な返事 「仲間はずれは作らない」などが考」

えられる。児童は先ずこの「できたらいいね５年

３組十か条」を実行に移すことから始め、自分や

友達の活動内容を日々振り返りカードに記入し、

教室に掲示する 「できたらいいね５年３組十か。

条」を思いやりの言動を認識する共通の知識とし

てとらえさせ、次に十か条以外のことにも目を向

けさせたり、より高い価値の行動を考えさせたり

したい。そのための手だてとして、教師からのコ

メントの工夫や道徳の授業を行うこととする。掲

示したカードの読み合いを通して児童がお互いの

行動を認め合ったり、学び合ったりすることで、

活動に広がりや深まりが生まれると考えた。

学級での取組の後 「自分にできる 「自分も、 」

」 「 」やってみたい など個人で取り組む 私の○か条

につなげていく 「私の○か条」は「できたらい。

いね５年３組十か条」以外から決めてもよいこと

とし、自分なりにその行動の価値を考えた上で取

り組ませていきたい。

(３) 全体構想図

２ 実践の概要および結果と考察

検証は、学級全体の活動の様子、日記、意識調

査、作成した「できたらいいね５年３組十か条」

「私の○か条」及び振り返りカードの記述内容を

もとに行う。

抽出児Ａ男は事前の意識調査で「友達に優しく

されたり、親切にされたことがあるか」という問

いに対して「あまりない」と答え 「人の役に立、

                                      
学校教育目標 心身ともに健康で、基礎・基本を身につけ 

社会の変化に主体的に対応できる人間性豊かな児童の育成を図る。
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 《児童の実態》 

・素直で約束ごとは守ろうとする 
・言われたこと、頼まれたことは行おうとするが指示待ちである 
・返事やあいさつの声にはりがなく、パワー不足 
・「○○長」立候補などはメンバーが限られる 

学級目標 「気づき、考え、実行する子」 

思いやりの心をはぐくむ学級経営の工夫 
     「思いやり100パーセント大作戦」活動の実践を通して

教師の願い 
 周囲の人や状況に意識を向け、思いやりの心をもってみんなのために自分には

どんなことができているか、これからどんなことをしていこうかを考えられるよ

うになってほしい。 

思いやり１００パーセント 「できたらいいね、５年３

組十か条」（学級活動） 
 
 
・「できたらいいね」のグルーピングによる十か条の洗い

出し 

『思いやり100 パーセント大作戦』 

計画を立てよう（学級活動）  実行しよう（常時活動）

道徳「思いやり」 

 

 

・ 友達の活動に学ぶ「大作戦カード」 

・ 活動の広がりや深化の認め合い、確認 

思いやり１００パーセント「 私の三か条」（学級活動） 
 
 
・「思いやり100 パーセント大作戦」の振りかえり 
・「私の三か条」を確認する項目の工夫 

【見通し３】 
周囲の人を思いや

り、自分にできるこ

とは何かを考える

児童 

【見通し２】 
周囲の人のことや

状況を考えて行動

しようとする意識

を高める児童 

【見通し１】 
思いやりが根底に

ある行動をとろう

という意識をもつ

ことができる児童
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つ行いをしていると思うか」という問いには「い

いえ」と答えた。また「人の役に立つ行いとはど

んなことだと思うか」という記述式の問いには答

えることができなかった。明るく、友達にも積極

的にかかわっていく児童である。１学期は係の仕

事を忘れることが多く、友達や担任に指摘されて

から活動をしていた。

(1) 思いやりが根底にある行動をとろうという意識

をもつことができたか。（見通し１）

ア 実践の概要

学級活動において「学級のためにできること」

をテーマに話合いをした。林間学校で「思いやり

100パーセント」という言葉が生まれた経緯を想

起し、児童一人一人が学校生活において「思いや

り100パーセント」と思う行動を考え、ワークシ

ートにまとめた。その際、日常生活で無意識のう

ちに行っている言動に気付かせるため「毎日して

いることはないかな？ 「当たり前と思っている」

ことでもいいよ 」といった問いかけや助言を行。

った。児童がイメージした行動を内容別にグルー

、 、ピングし 十か条からなる学級の行動目標を定め

その一つ一つの行動がだれのために役立つことに

なるかを考えた。

イ 結果と考察

事前の意識調査（資料１）から、学級の児童の

過半数が「人の役に立つ行い」とは「困っている

人を助けたり、手伝ったりすること」といった特

別な心づかいから出る行動と考えていることが分

かった。

資料１ 意識調査

。Ｑ 人の役にたつ行いとはどんなことだと思いますか

（ ）26人中

・困っている人を助けたり、手伝ったりする（15人）

・お年寄りに優しくする （２人）。

・係や当番の子が休んだら代わりをする（２人）

・友達の相談にのる （１人）。

・係の仕事をちゃんとやる （１人）。

・先生に頼まれたことをする （１人）。

、 。また Ａ男を含む４人の児童が無記入であった

そこで、学級活動では何気なく行っていたり、き

まりだからと思ってしたりしている行動について

価値を考えさせたかった。児童にとって理解しや

すい例として「時間を守る」ということを挙げ、

その価値について話合いをもった 「時間を守れ。

ないと大人になってからはずかしい思いをする」

「きまりだから大切」という意見が出された。そ

「 」こで 時間を守ることはクラスのためになるのか

と問いかけたところ「授業が時間通りに始められ

る 「みんなを待たせなくてすむ 「先生や友達」 」

にいやな思いをさせない」といった意見が出され

た。次に、個人で人の役に立つ行動のイメージを

考えさせたところ「朝、おはようが言える 「脱」

いだ靴はそろえる 「身の回りは整理整とん 「困」 」

っている子を助ける 「悪口は言わない」など、」

多岐にわたった。多い子で16個の行動を考え、書

けない子はいなかった。

学級全体で、人の役に立つ行動イメージのグル

ーピングを行う前に、素直な考えの交流により互

いの行動イメージについて共通点や相違点を知る

ことができるよう、６つの班でそれぞれグルーピ

ングを行い 「十か条草案」を作った。指導者は、

クラス全体で「できたらいいね５年３組十か条」

を完成させようと考えたので、草案は十か条より

も少なくてよいと助言したが、すべての班が10の

行動を挙げていた。児童が条項作成に意欲的に取

り組んでいたことが草案を作成する姿や作り上げ

る数からも伺える。

各班の草案作りの話合いでは「 ロッカーの整『

理』は自分のためではないか？ 「汚いロッカー」

を見ながら生活するのはクラスのみんながいやだ

」 、と思う などお互いの考えを述べ合う姿が見られ

これまで気付かなかったそれぞれの行動の価値を

話合いを通して見いだそうとしていた。

学級全体で「できたらいいね５年３組十か条」

に整理する話合いでは、全員で行動内容の共通点

や相違点を探し、確認し合いながらグルーピング

を行った 「日直さんが仕事をしてくれるとみん。

なが助かることっていっぱいあると思う 「係の」

仕事もみんなを楽しませたり、大切な連絡をした

りしてクラスのためになっている」などの意見が

出された。草案作りで一度グルーピングをしてい

るので、行動そのものの価値を考えることができ

るようになってきており、ほかの班から出された

行動についても進んでその価値を考え発表してい

た。

完成した できたらいいね５年３組十か条 資「 」（

料２）は、日常的な行動と考えられるものが多く

含まれていた。また授業の感想には「あいさつや

ありがとうにも思いやりがかくれてるって気がつ

いた 「十か条をみんなでがんばっていいクラス」
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にしたい」という記述が見られた。

資料２ できたらいいね５年３組十か条

① 元気な返事 明るいあいさつ

② 親切には「ありがとう」

③ 人に優しく「だいじょうぶ？」

④ うそはやめよう 正直に

⑤ 早くきれいにそうじしよう

⑥ 日直や係は忘れずに

⑦ 電気、水は大切に使おう

⑧ 授業やそうじの開始時間を守ろう

⑨ 落ちているものを拾おう

ゴミならなおさら

⑩ 金曜日はしっかり留守番

Ａ男は個人で考える場面では５つの行動イメー

ジを考えた 「自分の周り、友達の周りのゴミを。

」「 。 」拾う あいさつをする そしてあいさつを返す

「 」の理由に みんなの気持ちがよくなることだから

と書いていた。班の話合いでは、進んで司会者の

役を引き受けた。友達が考えた行動イメージを聞

きながら 「同じことを考えた人いる？」と班員、

に投げかけ、意欲的に草案作りに取り組んだ。全

体での話合いでは、班の代表として 「なぜ人の、

ためになるか」という理由付けをしながら草案を

発表した。事前のアンケートでは「人の役に立つ

行い」について記述できなかったＡ男であるが、

これらのことから日常の何気ない行動にも周囲へ

の思いやりが込められていることに気付くことが

できたと考えられる。

(2) 周囲の人のことや状況を考えて行動しようとす

る意識を高めることができたか。 （見通し２）

ア 実践の概要

「できたらいいね５年３組十か条」を「思いや

り100パーセント大作戦」と称して日常生活の中

で実践していった。期間は３週間とし、自分がし

たことだけでなく、友達の行動にも目を向けカー

ドに記入し、担任からのコメントを書き添え、教

室内に掲示した 「できたらいいね５年３組十か。

条」のほかに、自分で気付いた行動があったら実

践してよいこととした。

また、児童が互いにカードの記述内容に関心を

もったり、友達の行動に学んだりできるようにす

るため、児童が書いた実際のカードの記述内容を

使って 価値のある行動とは何かを考える道徳 価、 （

値項目 ２－②）の授業を行った 「家庭科室で。

ちがうグループの糸くずを拾った 「そうじの時」

余分にぞうきんがけをした 「先生に言われる前」

に欠席した友達の連絡セットを作った 「休んで」

いる子のかわりに給食当番をした」など９つの行

動をよりすばらしい行動であると思う順に、個人

そして班でランキングを作りながらその行動その

ものの道徳的価値について考える授業とした。

イ 結果と考察

担任の観察では「それは第○条だね」という言

葉が子どもたちの口にのぼり,そうじ場所へ急い

でいく児童や、足下のゴミを進んで拾う児童が見

られるなど「できたらいいね５年３組十か条」を

意識して生活する児童は増えた。Ａ男も資料３に

みられるように自分や友達が周囲のためにしたこ

とを記述することができた。

資料３ Ａ男の振り返りカード

カードの内容を見ると、前半７日間で「自分の

活動」については129個 「友達の活動」につい、

ては109個の記述があった。そのうち「できたら

いいね５年３組十か条」以外の行動を記述したも

のは、それぞれ39％と46％であった。活動する姿

から児童の取組は活発であると感じた。友達が書

いたカードや担任からのコメントを読み合う姿も

見られた。しかし掲示したカードを見て「友達を

見習ってこんなことをしてみよう」といった学び

合いには、なかなかつながっていかないようであ

った。

この実態をふまえて行った道徳では、９つの行

動をまず自分の考えでランキングし、その後、班

で意見交換することで行動の根底にある価値につ

いて改めて気付かせたいと考えた。児童に、ラン

キングで上位にしたカードについて、その内容が
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なぜ素晴らしいかと聞いたところ、以下のような

理由付けをしていた （資料４）。

資料４ 児童の考えた理由

・次に家庭科室を使う人が気持ちよくなる

・１年生がけがをしないようにと命のことを考えている

から１番にした。

・自分がされたらうれしいことだから友達にもしたい。

・自分があまりできていない順に並べた。自分ができな

いのはむずかしいことだと思うから。

・多くの人の役に立つことを１番にした。

・自分の教室じゃないところでもきれいにするのはいこ

とだ。

・ いつも」というところがすごい。「

・自分がしなくてもいいことなのに自分がやっているか

ら

初めの２つのように他者への思いやりという行

動そのものの価値を改めて確認し、記述する児童

が多かった。また、下線部にあるように行動して

いる友達の姿勢や思いを汲み取った記述もみられ

た。班で意見交換する場面では、時間の確保や話

合いの訓練など反省が残るが、すべての班が理由

付けをしてランキングを作ることができた。

資料５ 授業後の児童の感想

・例で出てきたことはそんなに難しくないことなので、

自分も実行したいと思いました。難しくないことでもや

れば人のためになるなんてすごいと思いました。

・こういうことって身近なことだけれどとても大切なん

だなあと思いました。

・高学年として人のために何かをしたり、自分のためで

なくても自分がやるのも大事だなと思いました。

※いつもは理由なんて考えずに（カードを）書くので今

回はちがう人の理由がわかってよかったと思う。

振り返りカードのよいところがわかりました。読む※

といいことが書いてあるとわかりました。

資料５は授業後の児童が記述した感想である。

ほとんどの児童が今後の取組に対する意欲を記

述していた。また、※印の感想は、児童が振り返

りカードを書いたり、読み合ったりすることの意

義について考えるきっかけになると考え、学級に

紹介し、これからの活動に友達の書いたカードを

生かしていこうと言葉がけをした。

資料６ Ａ男が考えたランキング

Ａ男は初めに資料６のようなランキングを考え

た。１位を決めた理由として「次に使う人のこと

を考えている 「きれいに気持ちよく使ってほし」

い」という記述をしていることから他者に対する

思いやりを感じることができる。また、友達の意

見を聞いて「休み時間に『廊下を走らないで』と

１年生を止めた」の行為を上位に矢印で移動して

いる 「命を守ることになるって友達の意見を聞。

、 」 。いて なるほどなと思った のがその理由である

班での話合いではさらにこの行いを１位とし、

代表で発表する際「１年生を止めると、今度は２

年生になった時、次の１年生が走るのを止めてく

れるから」という理由を付け加えた。Ａ男の意見

は学級の児童から共感され、授業後の児童の感想

にも現れた （資料７）。

資料７ 授業後の感想

（Ａ男の発表にかかわるほかの児童のもの）

「 」・Ａ男君の ２年生になったら１年生を止められるから

という意見を聞いたとき来年のことも考えているんだな

と思った。

・Ａ男君の意見は食物れんさみたいで「へぇぇ」と思っ

た。

・Ａ男君の班みたいに考えられたらいいなあと思う

Ａ男は友達から支持を受けたと知ったとき、と

てもうれしそうな表情をしていた。後半の活動後

に「私の三か条 （見通し３ 目安となる行動の」

数を与えると児童が考えやすくなると考え、この

時点では「三か条」としていた）を決めるという

話をすると「これにしようかなあ」とつぶやく姿
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から取組への意欲を感じることができた。

道徳の授業後の振り返りカードの内容は以下の

のようになった。

資料８ 振り返りカードの内容

後半は祭日などがあったため、児童が実質活動

した日数が前半より２日少なく５日間となった。

、「 」そのため総記述数は減っているが 自分の活動

「友達の活動」ともに「できたらいいね５年３組

十か条」以外の行動を書く割合が増えた。前半は

「十か条を守る」という意識が強くあった。後半

は、思いやりの心を自分の周囲の状況に応じて、

自分なりに言動を考えて取り組むようになり、結

果として活動の幅が広がってきたと考えられる。

また「○○係が忙しそうだったから進んで手伝っ

た 「休んでいる○○さんの代わりに～をした」」

といった記述が増え、周囲の人のことや状況を考

えていることが分かる。

Ａ男は振り返りカードに「赤ちゃんがハイハイ

してもいいぐらい床の雑巾がけをした。おもいや

り100パーセント大作戦成功 」と具体的な記述。

をするようになった。清掃時にバケツの汚れた水

の取り替えを行ったＡ男をのことを、友達が振り

返りカードで紹介した。そのことをきっかけに、

Ａ男はそうじ用具ロッカーの整理なども自発的に

行うようになった。周囲のことを考える意識が高

まってきたと言える。

50 50

61 39

0% 20% 40% 60% 80% 100%

後半（92個）

前半(129個）

振り返りカードの内容（自分の行動）

できたらいいね５年３組十か条 「できたらいいね５年３組十か条」以外

46 54

62 38

0% 20% 40% 60% 80% 100%

後半（88個）

前半（109個）

振り返りカードの内容（友達の行動）

できたらいいね５年３組十か条 「できたらいいね５年３組十か条」以外

(3) 他者を思いやり、自分にできることは何かを考

えることができるようになったか。 （見通し３）

ア 実践の概要

「思いやり100パーセント大作戦」の実践を振

り返り、みんなが喜んでくれたこと、やりがいの

あったこと、難しかったこと、大切と思ったこと

を想起した 「できたらいいね５年３組十か条」。

はもちろん、それ以外に自分たちが周囲の人のた

めにできることはたくさんあるということを確認

し、一人一人がみんなのためにいつも心に留めて

おきたい「私の○か条」を作った。それをもとに

実際に行動できたかどうかを自分で確認する項目

を作成し、１週間の実践と振り返りを行った。

イ 結果と考察

初めは「私の三か条」ということで投げかけた

、 。が 数名の子はとても悩んでいる様子が見られた

「どれも大切に思える 「１つなら絶対これとい」

うのを決められるけど・・・」というのがその理

由であった。そこで「三か条」にこだわらず「○

か条」とした方が適切と考え「１つでもいいよ。

ずっと覚えていられるものを考えよう 」と声を。

かけた。その結果、全員が「わたしの○か条」を

作成することができた。

資料９ 「私の○か条」の内容例

手が足りないとき、プリント配りを手伝う・

・パトロールをしている人にもあいさつをする。

・自分のそうじが終わったら、ほかの人のそうじを手伝

う。

・給食当番の子が休んだら、代わりに仕事をする。

教室移動の時、電気を消すことを忘れない・

（Ａ男の決めた三か条）

・そうじは時間を守り、ぴかぴかに

・１年生には「走らないでね」と優しく言う

・先生がいない日もやることはちゃんとやる

資料９に見られるように具体的な行動を記述す

る児童が多かった。見通し１の実践において、個

人で行動のイメージ作りをした時にはあまり見ら

れなかった周囲を意識した下線部のような表現が

多く見られた。低学年や地域の人にも目を向けた

り、最高学年になってからのことを意識したりと

自分を取り囲む人々や状況を考えながら条項を作

成していた。これらのことから 「○か条に決め、

たことを日常生活で実践していこう」という児童
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の気持ちを読みとることができた。

Ａ男は「私の三か条」とし、選んだ理由を「一

か条は、振り返りカードにも書いたけど思いやり

100％で赤ちゃんがなめられるくらい教室をきれ

いにしたいから。二か条は道徳の授業で発表した

通り１年生が２年生になってからのことを考え

た。三か条は先生が金曜日にいないけど勉強や仕

事をちゃんとやって安心してほしいと考えたか

ら」と記述していた。自分を取り巻く人や状況に

目を向け、自分なりにできることを考えていた。

、 。その後 一週間の児童の活動の様子を観察した

「教室を移動するときは電気を消す 「忙しい係」

を手伝う 「自分からあいさつをする」など、以」

前なら担任に言われてから行動していたＡ男を含

む数名の児童も自発的に行動する姿が見られた。

また「私の○か条」と照らし合わせての振り返

りでは、自分の行いに自信をもって二重丸（たい

へんよい）をつける児童もいたが、担任としては

十分に活動していると思える児童が「ふつう」や

「まだまだ」の評価をする場合もあった 「もっ。

と喜んでもらいたい。そのためにはまだ不十分」

と自分の行動を厳しく見つめたためと考える。

以上のことから、他者を思いやり、自分にでき

ることを具体的に考えることができる児童が増え

てきたと言える。

「できたらいいね５年３組十か条」から「私の

○か条」につながる一連の「思いやり100パーセ

ント大作戦」を通じて、周囲の状況に配慮し相手

に優しい言葉をかけたり、人の役に立とうとした

りする児童が増えてきた。一連の指導はそれらの

行動のもととなる思いやりの心をはぐくむために

有効であったと考えられる。

Ⅴ 研究のまとめと今後の課題

１ 研究のまとめ

○ 学級で何気ない行動の価値について確認し、

共通の知識、共通の目標として「できたらいい

ね５年３組十か条」を作ったことは 「これな、

ら自分にもできそうだ」という意識を児童にも

たせることとなった。

○ 日常生活において「100パーセント大作戦」

を実践に移し、振り返りを行ったことで、その

行動のやりがいや、大切さを実際に感じること

ができた。

○ 道徳の授業において、より価値のある行動に

ついて個人、班、学級で考え、話合いをもった

ことで、自分では気付かなかったその行動のよ

、 。さに改めて気付き 実践への意欲につながった

○ 学級活動で「私の○か条」を考え作り上げた

ことで、児童一人一人が周囲への接し方、働き

かけについて具体的な思いやりのある行動を自

身のめあてとしてもつことができた。

２ 今後の課題

思いやりのある行動を身近なものとしてとらえ

たり、さらにそれらの中から、やりがいのある具

体的な目標を定めたりすることができた。

学級全体での取組（ できたらいいね５年３組「

十か条 ）においては、お互いに活動を認め合う」

機会があったため、児童もやりがいを感じ、楽し

みながら活動している様子が伺えた。しかし、個

人の取組（ 私の○か条 ）では学級全体で認め「 」

る機会を設けなかったため 「個人のさりげない、

活動が学級のためにこんなに役立っている」とい

う意識、やりがいを感じさせることができなかっ

たのではないかと考える。教師による個別の賞賛

や承認は常に行ってきたが、見通し３においても

学級全体で認められたり、たたえられたりする機

会を意図的に設けることが、小学５年生という段

階ではまだ必要ではなかったかと考えている。

また、その行動が自己満足になっていないか、

本当に相手のためになることかなど、よりいっそ

う相手の立場や思いを尊重したものになっていく

よう工夫をしていく必要がある。
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